






West ら 1)によって紹介された“hypocomplemen-temic persistent glomerulonephritis"

が Mem-branoproliferative glomeruIonephritis(MPGN) な い し Mesangiocapillary 

glomerulonephritis の代表像と考えられている。日本では学童検診の普及により尿異常が

早期にチェックされ,その後の検査で,この entity に入ると考えられる症例もかなりみら

れる。しかし , そ の 腎 組織像は WHO の 分 類 で 示 された Mesangiocapillary 

glomerulone-phritis(types1,2and3)の中に必ずしも分類ができない場合や不全型,経過時

期による組織像の変貌のあることなどがわかってきて,MPGN の組織学的診断は如何にすべ

きかが問題となってきている。本報告は,小児科領域における今後の prospective study

を行うにあたって,その生検組織診断をどのようにすべきかを病理組織学的に検討したも

のである。 


